
1999年出上の木簡

大
呼

大
坂

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
二
月
―

一
一
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
①
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
江
浦
　
洋

・
本
田
奈
都
子

・
小
林
和
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

・
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
末
―

一
七
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
大
阪
府
警
察
本
部
の
新
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

調
査
面
積
は
約
三
五
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
調
査
地
は
豊
臣
秀
吉
が
晩
年
に
構
築
し

た
三
の
九
に
該
当
し
、
周
辺
部

の
調
査
で
も
、
当
セ
ン
タ
ー
が

一
九
九
〇
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
大
阪
府
庁
舎
周
辺
整
備
事

業
に
伴
う
調
査
で
、
古
代
か
ら

部

現
代
に
至
る
ま
で
の
遺
構

・
遺

棘

物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

期
　
今
回
の
調
査
で
は
、
南
半
部

ぐ

は
徳
川
期
の
大
坂
城
築
城
に
よ

っ
て
大
き
く
削
平
さ
れ
て
い
た
が
、
北
半
部
で
は
東
西
方
向
に
の
び
る
谷
の
存

在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
谷
は
北
側
の
肩
が
調
査
区
外
に
あ
り
不
明
で
あ
る
が
、

幅
三
〇
ｍ
以
上
、
現
地
表
面
か
ら
豊
臣
期
の
遺
構
面
ま
で
の
深
さ
が
三
―
六
ｍ

を
測
る
。
谷
部
は
徳
川
期
大
坂
城
築
城
の
大
規
模
な
盛
土
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ

た
た
め
、
豊
臣
期
の
遺
構

・
遺
物
が
良
好
な
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
礎
石
建
物
や
竃

・
井
戸
な
ど
の
屋
敷
地
に
伴
う
も
の

を
検
出
し
、
遺
物
は
木
簡
の
ほ
か
、
陶
磁
器

。
木
製
品

・
金
属
製
品

・
銭
貨

・

金
箔
瓦
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
北
半
部
の
谷
で
検
出
し
た
屋
敷
地
に
関
連
す
る
遺
構
お
よ
び
包
含
層

か
ら
六
九
点
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
文
字
の
不
明
瞭
な
も
の
、
絵
画
と
み

ら
れ
る
も
の
を
除
い
た

一
四
点
に
つ
い
て
今
回
報
告
す
る
。

木
簡
の
う
ち
遺
構
か
ら
出
上
し
た
も
の
は
四
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の

中
に
は
、
ト
リ
ベ
や
羽
日
、
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
遺
構

（ト
リ
ベ
集
積
遺

構
四
九

こ

や
、
炭
を
大
量
に
含
み
、
木
製
品
や
金
属
製
品
が
出
土
し
て
い
る

遺
構

（土
坑
四
人
一
し
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
遺
構
は
谷
の
肩
部
に

位
置
し
て
お
り
、
徳
川
期
大
坂
城
築
城
の
際
の
削
平
を
免
れ
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

土
器
溜
ま
り
六
二
九
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主
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γ
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け
は
上
下
を
切
断
し
、
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。
切

り
込
み
の
部
分
に
は
紐
を
し
ば
っ
た
痕
跡
が
明
瞭
わ
物
品
の
内
容
と
送
り
先
を

表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

０
は
上
端
を
尖
ら
せ
穿
孔
を
施
し
た
も
の
で
、
右
側
を
一
部
欠
損
し
て
い
る
。
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表
面
は
人
名
を
表
記
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

①
は
将
棋
の
駒
で
あ
り
、
上
部
を
尖
ら
せ
た
五
角
形
を
し
て
い
る
。
下
部
が

最
も
厚
い
。
表
裏
と
も
に
漆
で
書
写
し
て
お
り
、
書
体
な
ど
か
ら
水
無
瀬
駒
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

い
は
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
付
札
木
簡
。
表
面
の
み
に
墨
書
が
み
ら
れ
、

品
名
を
記
さ
ず
数
量
の
み
を
表
記
し
て
い
る
。

働
は
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
左
側

お
よ
び
裏
面
、
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
本
来
の
形
状
は
不
明
瞭
だ
が
、

上
部
に
は
屋
号
を
下
部
に
は
品
名
を
表
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

０
は
上
下
を
整
形
し
て
穿
孔
を
施
す
付
札
木
簡
。
表
裏
両
面
に
墨
書
が
認
め

ら
れ
る
が
、
裏
面
は

一
部
削
ら
れ
て
い
る
た
め
に
不
明
瞭
。
だ
が
同
じ
内
容
を

記
述
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
「た
る
か
す
」
は
酒
檸
の
数
を
示
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。
表
記
さ
れ
て
い
る
月
日
と
数
量
か
ら
、
新
年
に
用
い
ら
れ
る
祝
い

構
の
個
数
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。

０
は
左
側
と
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
上
部
に
穿
孔
を
施
し
て
お
り
、
付
札

木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
の
み
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
品
名
を
表
記
し
て
い
る
。

③
は
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
も
の
で
、
左
端
に
穿
孔
を
施
し
て
い
る
。
表
裏

に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
裏
面
は
剖
離
し
て
お
り
、
文
字
は
不
明
瞭
。
表
面

は
人
名
を
記
し
て
い
る
。
穿
孔
の
位
置
も
含
め
て
用
途
は
不
明
で
あ
る
。

⑪
は
左
右
を
欠
損
し
て
お
り
、
上
部
分
に
穿
孔
を
施
し
て
い
る
。
「申
三
月

廿
五
日
」
は
年
月
日
を
表
し
て
お
り
、
豊
臣
期
大
坂
城
城
下
町
の
存
続
時
期
で

申
年
に
該
当
す
る
の
は
、
天
正

一
二
年

（
一
五
人
四
）、
慶
長
元
年

（
一
五
九
二◆
、

慶
長

一
三
年

（
三
ハ
〇
八
）
が
あ
る
。

⑩
は
左
側
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
表
面
の
表
記
が
完
結
し
て
い
る
こ
と
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か
ら
、
右
側
上
部
と
同
様
な
形
状
を
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
裏
面
の
墨
書

は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
残
存
し
て
い
る
表
記
よ
り
、
物
品
の
授
受
に
伴
う
木
簡

と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
は
右
上
部
を
面
取
り
し
た
板
状
の
も
の
で
、
左
側
を
欠
損
し
て
い
る
。
表

面
は
同
じ
文
字
列
が
二
行
並
び
、
表
裏
と
も
に
天
地
を
反
転
さ
せ
た
文
字
が
あ

る
点
か
ら
、
習
書
木
簡
の
可
能
性
が
高
い
。

⑫
は
将
棋
の
駒
。
左
右
を
欠
損
し
て
お
り
、
下
部
が
最
も
厚
い
。
表
裏
と
も

に
漆
書
で
あ
り
、
書
体
や
文
字
が
肉
厚
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
水
無
瀬
駒
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

⑬
は
将
模
の
駒
。
長
方
形
の
平
面
形
態
を
な
し
、
厚
さ
は

一
定
で
あ
る
。
表

裏
と
も
に
墨
書
が
あ
る
が
、
墨
痕
が
薄
れ
て
お
り
不
明
瞭
。
．

⑭
は
将
模
の
駒
。
上
部
を
尖
ら
せ
た
五
角
形
で
あ
り
、
下
部
が
最
も
厚
い
。

表
裏
と
も
に
漆
で
書
写
し
て
お
り
、
文
字
は
肉
厚
で
あ
る
。
書
体
な
ど
か
ら
水

無
瀬
駒
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
大
澤
研

一
・
八
木
滋

（大
阪
市
立
博

物
館
）、
古
市
晃

（鰯
大
阪
市
文
化
財
協
会
）、
小
泉
信
吾
の
各
氏
に
ご
教
示

・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『難
波
宮
跡
北
西
の
調
査
―
大
阪
府

警
察
本
部
庁
舎
新
築
工
事
に
伴
う
大
坂
城
跡

（そ
の
６
）
発
掘
調
査
速
報
―
』

（二
〇
〇
〇
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
田
奈
都
子
・
小
林
和
美
）

京
都

・
浅
後
谷

南

遺
跡

で
木
簡
状
木
製
品
出
土

本
遺
跡
は
竹
野
郡
網
野
町
字
公
庄
に
所
在
し
、
日
本
海
に
注
ぐ
福
田
川

の
東
岸
丘
陵
裾
部
に
営
ま
れ
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
河
口
都
ま
で
現
状
で

は
約
四
ｋｍ
を
測
る
が
、
昭
和
初
期
の
埋
め
立
て
以
前
は
、
遺
跡
近
辺
ま
で

潟
が
迫
り
、
中
郡
盆
地
へ
通
じ
る
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
至
る
遺
構
・遺
物
を
多
数
検
出

し
た
。
特
に
古
墳
時
代
初
頭
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
溝
か
ら
は
、
多
量
の

木
製
品
や
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。

奈
良
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
、
掘
立
柱
建
物
群

・
溝
五
条
な
ど
を

検
出
し
た
。
溝
内
か
ら
は
墨
書
土
器
三
点

・
緑
釉
陶
器

・
輸
入
陶
磁
器

・

瓦
な
ど
、　
〓

一世
紀
頃
の
遺
物
と
と
も
に
、
木
簡
状
木
製
品
が
出
土
し
た
。

木
簡
状
木
製
品
は
長
さ
二
六
三
ｍｍ
幅
二
五
ｍｍ
厚
さ
五
ｍｍ
、
両
端
に
切
り
込

み
を
持
つ
〇
三

一
型
式
だ
が
、
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、

包
含
層

・
土
坑
か
ら
円
面
硯
や
人
稜
鏡
な
ど
が
出
上
し
て
お
り
、
九
世
紀

か
ら

一
二
世
紀
に
か
け
て
公
的
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（卸
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
』
第

九
三
冊
　
一
一〇
〇
〇
年
　
参
照
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
谷
壽
克
）




